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音声コード「Uni-Voice」を
印字しています。音声コー
ドをアプリで読み込んでい
ただくと音声が流れます。



　皆さん明けましておめでとうございます。今年
は「巳年」ですね。「巳」の文字は「蛇」を表す象
形文字がルーツと言われています。脱皮して成長
することから、再生と繁栄につながり、蛇の抜け
殻を財布に入れておくとお金がたまるとも伝えら
れています。「景気の好循環」をはじめとして、多
くの掛け声が実を結び、一人ひとりの生活が豊か
になることを願う次第です。
　昨年は、年の初めの能登半島地震から始まりま
した。まだ支援の手が行き届いていない皆さんが
おられることに心を痛めているのは私だけでない
と思います。災害は、いつ、どこで発生するかわ
からないことを教えられ、県内でも地域での普段
の備えが、少しずつではあるかもしれませんが、
進んでいると感じています。

　また一方で、県社協でボランティアセンターを
担っていた「ねんりんピックはばたけ鳥取2024」
は、多くの県民の皆さんにボランティアとして参
加していただき、鳥取県民の支援の力を感じた次
第です。
　県社協は『地域福祉の推進とみんなでつくる福
祉社会の実現』を基本理念としています。人口の
高齢化、地域のつながりの希薄化など向かい風の
中ですが、私たち福祉に携わる者はもとより、こ
の『志あわせへ』をご覧いただいている皆さんの
力によって、基本理念がじわりじわりと広がり、
心暖かい地域共生社会が実現することを改めて願
う次第です。皆さんよろしくお願いします。

鳥取県社会福祉協議会　　
会長　藤井　喜臣

令和７年  新年のあいさつ令和７年  新年のあいさつ

音声コード Uni-Voice

■問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332■

る
や
か
に
つ
な
が
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
つ
な
が
り
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
た
地
域
福
祉
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
住
民
発
の
地
域
ケ
ア
会

議
、
担
い
手
づ
く
り
と
し
て
の
子
ど
も
福

祉
委
員
の
取
組
み
な
ど
、
様
々
な
取
組
み

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
こ
れ

ま
で
の
地
道
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
が
基

盤
と
な
り
、
住
民
の
中
か
ら
芽
生
え
て
き

た
活
動
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
担
い
手
づ
く
り
の
た

め
に
小
中
学
生
な
ど
多
様
な
人
材
に
目
を

向
け
る
視
点
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」、「
委

託
事
業
で
あ
っ
て
も
行
政
と
対
等
に
、
協

働
し
て
進
め
る
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
改
め
て
社
協
が
進
め

る
地
域
づ
く
り
や
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
と
し
て
も
、
今
回
の
視
察
の
内
容

が
、
今
後
の
事
業
運
営
に
活
か
さ
れ
る
よ

う
市
町
村
社

協
に
寄
り
添

い
な
が
ら
支

援
し
て
い
き

ま
す
。

本
会
で
は
、
県
外
の
先
進
的
な
取
組
み

を
視
察
し
、
研
鑽
を
深
め
今
後
の
事
業
展

開
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
視
察

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
大

阪
府
の
阪
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
視
察

し
、
住
民
の
思
い
を
大
事
に
、
そ
の
力
や

地
域
に
あ
る
社
会
資
源
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

な
が
ら
取
り
組
む
地
域
福
祉
活
動
や
活
動

の
基
盤
と
な
る
組
織
づ
く
り
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
蓄
積
を
基
盤
と
し
た
施
策
・
事
業

の
展
開
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

阪
南
市
社
協
は
、
今
年
度
日
本
地
域
福

祉
学
会
「
第
21
回
地
域
福
祉
優
秀
実
践
賞
」

を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
的
な
取

組
み
の
一
つ
に
、
漁
福
連
携
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
取
組
み
は
、
住
民
の
「
漁
業
と
福

祉
が
一
緒
に
何
か
で
き
た
ら
」
と
の
つ
ぶ

や
き
を
地
域
包
括
の
職
員
が
受
け
止
め
、

漁
業
と
福
祉
が
つ
な
が
る
場
（
会
議
）
を

社
協
が
設
定
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
住
民
や
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
や
困
り
ご
と
な
ど
を
共
有
し
、
お

互
い
が
協
働
し
て
〝
お
も
ろ
い
こ
と
〞
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
話
し
合
う
な
か

で
様
々
な
取
組
み
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
困
窮
者
の
就

労
の
場
と
し
て
、
人
手
不
足
と
な
っ
て
い

る
牡
蠣
小
屋
の
仕
事
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

釣
り
を
し
な
が
ら
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
登

校
の
生
徒
、
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
ゆ

市
町
村
社
協
先
進
地
視
察
研
修

 

住
民
の
〝
思
い
〞
や
〝
力
〞
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

住
民
の
〝
思
い
〞
や
〝
力
〞
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

阪南市社協 次長 猪俣健一氏に
よるご説明の様子
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チ
ー
ム
の
円
滑
な
活
動
を
支
え
る
役
割
！

令
和
６
年
度
鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

　
　
　
　
　
先
遣
隊
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
活
動
訓
練

と
っ
と
り
防
災
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　（
琴
浦
町
総
合
防
災
訓
練
）
に
参
加

鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
10
月
25
日
（
金
）

に
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
支
援
隊
が
現
地
で
活
動
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
行
う
【
先
遣

隊
】【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
岩
手
県

社
会
福
祉
協
議
会
加
藤
良
太
様
に
実
践

報
告
者
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、
岩
手

県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
動
経
験
を
中
心
に
、
演

習
を
交
え
な
が
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。先

遣
隊
は
『
支
援
隊
が
活
動
を
始
め
や

す
く
す
る
た
め
の
調
整
と
そ
の
引
継
ぎ
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
』
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
遣
隊
は
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活

動
場
所
を
調
整
す
る
た
め
に
、
①
市
町
村

窓
口
の
担
当
者
や
保
健
師
等
の
関
係
者
と

の
調
整
、
②
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
把
握
す
る

な
ど
の
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
先
遣

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム

員
数
や
派
遣
可
能
な
人
数
と
い
っ
た
限
界

を
把
握
し
な
が
ら
、
対
応
す
る
べ
き
ニ
ー

ズ
と
活
動
す
る
べ
き
避
難
所
を
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
な
業
務
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、

活
動
場
所
（
避
難
所
等
）
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
難
し
い
チ
ー
ム
員
に
代
わ
り
、
①
関

係
機
関
と
の
連
携
、
②
会
議
等
に
参
加
し

情
報
収
集
や
情
報
発
信
、
③
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が

有
期
限
で
あ
る
こ
と
を
関
係
者
に
周
知
し

な
が
ら
、
撤
退
が
適
切
な
時
期
と
方
法
の

調
整
、
な
ど
と
い
っ
た
外
部
と
の
調
整
活

動
と
、
チ
ー
ム
と
行
動
し
な
が
ら
、
時
間

で
変
化
す
る
避
難
所
の
状
況
を
俯
瞰
で
見

て
、
①
必
要
な
判
断
、
②
資
機
材
の
調
整
、

③
後
発
チ
ー
ム
の
編
成
の
検
討
、
④
チ
ー

ム
間
の
引
継
ぎ
支
援
、
と
い
っ
た
事
務
局

や
支
援
隊
等
の
内
部
と
の
調
整
活
動
が
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
、
チ
ー
ム
員
の
方
た
ち
と
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
先
遣

隊
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
の
整
理

な
ど
円
滑
な
派
遣
活
動
に
向
け
た
準
備
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
（
具
体

的
な
対
応
の
提
案
や
何
を
・
い
つ
・
ど
う

す
る
の
か
な
ど
の
情
報
伝
達
）、
対
象
に

よ
っ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
や
り
方
を
工
夫

す
る
な
ど
の
課
題
等
が
見
え
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
チ
ー
ム
員
か
ら
は
、

「
初
め
て
訓
練
に
参
加
し
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
大
変
。
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
研
修

や
訓
練
に
参
加
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に

動
け
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
課
題
等
に
対
し
て
検
討
し
て
い

く
と
と
も
に
、
研
修
や
訓
練
を
通
じ
て
、

関
係
者
と
の
連
携
及
び
チ
ー
ム
員
同
士
で

の
連
携
も
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
９
月
15
日
（
日
）

に
と
っ
と
り
防
災
フ
ェ
ス
タ
（
琴
浦
町
総

合
防
災
訓
練
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

琴
浦
町
・
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
合
同
で
訓
練
し
ま
し
た
。
本
訓

練
は
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

避
難
所
に
お
け
る
市
町
村
行
政
職
や
自
主

防
災
会
等
の
組
織
、
日
赤
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
と

の
連
携
を
意
識
し
ま
し
た
。

活
動
訓
練
は
チ
ー
ム
員
９
名
が
参
加
し
、

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
避
難
者
の
気
持

ち
を
知
る
た
め
、要
配
慮
者
役
」
と
「
チ
ー

ム
員
」
に
役
割
を
分
け
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
主
に
左
記
の
内
容
で
す
。

❶
避
難
所
運
営
者
等
と
の
打
ち
合
わ
せ

❷
要
配
慮
者
役
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

❸
ア
セ
ス
メ
ン
ト
後
の
対
応
検
討

❹
避
難
者
（
地
域
住
民
）
へ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の

説
明
や
実
際
の
避
難
生
活
で
の
困
り
そ

う
な
こ
と
や
不
安
な
こ
と
の
聞
き
取
り

❺
避
難
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
（
行

政
職
や
地
元
自
主
防
災
会
、
避
難
者
の

代
表
者
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

❻
な
ん
で
も
相
談
窓
口
の
設
置

❼
地
域
住
民
へ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
活
動
と
災
害
時

の
避
難
所
等
に
関
す
る
説
明

訓
練
を
通
じ
て
、
行
政
や
医
療
チ
ー
ム

と
の
情
報
共
有
の
方
法
や
連
携
に
関
す
る

■問い合わせ先　災害福祉支援センター　☎0857-30-6367■

避難所ミーティングの場面
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音声コード Uni-Voice

第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大

会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
）
が
、
10
月
19
日
（
土
）
か
ら

22
日
（
火
）
の
4
日
間
に
わ
た
り
鳥
取
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
47
都
道
府
県
と
20
政
令
指
定

都
市
か
ら
約
１
万
５
千
人
が
参
加
。
鳥
取

県
か
ら
も
例
年
の
約
5
倍
と
な
る
総
勢

６
６
７
名
の
選
手
・
監
督
が
、
バ
ウ
ン
ス

ボ
ー
ル
や
e
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
初
種
目

競
技
を
含
め
た
全
28
種
目
に
参
加
し
ま
し

た
。19

日
（
土
）
総
合
開
会
式
は
、
天
気
は

あ
い
に
く
の
荒
れ
模
様
で
初
の
屋
内
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
交
流
大
会
が
行
わ
れ

た
20
日
（
日
）・
21
日
（
月
）
は
秋
晴
れ

の
下
で
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
競
技
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
県
内
全
て
の
市
町
村
で
行
わ

れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
鳥
取
県
民
の
暖
か

い
声
援
を
受
け
な
が
ら
競
技
や
交
流
を
存

分
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
選
手
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
優
勝
さ
れ
た

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
上
記
以
外
の
成
績
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

優
勝
さ
れ
た
皆
さ
ん

★
個
人
種
目

●
マ
ラ
ソ
ン

１
位

河
崎
靖
恵

（
70
歳
未
満
3
㎞
・
女
）

●
マ
ラ
ソ
ン

１
位

徳
永
和
義

（
70
歳
以
上
10
㎞
・
男
）

●
水

　
　
泳

１
位

八
波
淳
一

（
65
〜
69
歳
背
泳
ぎ
25
ｍ
及
び
50
ｍ
・
男
）

●
水

　
　
泳

１
位

小
山
幸
伸

（
65
〜
69
歳
自
由
形
25
ｍ
及
び
50
ｍ
・
男
）

●
水

　
　
泳

１
位

前
田
京
子

（
70
〜
74
歳
背
泳
ぎ
25
ｍ
・
女
）

●
水

　
　
泳

１
位

南
家
道
子

（
65
〜
69
歳
平
泳
ぎ
50
ｍ
・
女
）

鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト

検

索⬇

女
）

★
団
体
種
目

●
剣
　
　
道

１
位

鳥
取
県
Ａ

●
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

男
子
の
部

１
位

若
葉
台

女
子
の
部

１
位

ス
ワ
ン

グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ

バウンスボ
ール

バウンスボ
ール

ダンススポーツダンススポーツ

サッカーサッカー eスポーツeスポーツ

■問い合わせ先　ねんりんピック連携室　☎0857-59-6332■

鳥
取
県
選
手
団
は
ば
た
く

鳥
取
県
選
手
団
は
ば
た
く
‼‼
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グラウンド・ゴルフ

バウンスボ
ール

ダンススポーツ

サッカー eスポーツ

鳥
取
県
選
手
団
は
ば
た
く
‼

音声コード Uni-Voice

第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
）で
は
、

大
会
運
営
補
助
や
歓
送
迎
な
ど
、
大
会
期

間
中
に
は
延
べ
、
１
，
３
８
７
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
※
配
置
決
定
者
数
）
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

「
総
合
開
会
式
に
つ
い
て
」

19
日
（
土
）
に
は
、
県
立
布
勢
運
動
公

園
（
ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）
に
て
総

合
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
荒

天
に
よ
り
、
屋
内
会
場
（
県
民
体
育
館
）

に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
混

乱
が
生
じ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
来
県
さ
れ
た
選
手
・
関
係
者
の
方
か

ら
は
あ
た
た
か
い
労
い
や
、
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
」

大
会
期
間
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
県
内

各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に

は
選
手
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
方
も
数
多

く
来
場
し
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
む
こ
と

ル
イ
ベ
ン
ト
の
対
応
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
総
合
閉
会
式
に
つ
い
て
」

22
日
（
火
）
に
は
県
立
県
民
文
化
会
館

（
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
）
に
て
総
合
閉
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
は
、
お
も
て
な
し
と
し
て
来
場
者

に
鳥
取
の
和
菓
子
の
配
布
や
、
弁
当
引
換

や
荷
物
預
り
、
来
場
者
受
付
、
美
化
活
動

等
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
閉

会
式
の
選
手
団
代
表
入
場
時
に
は
、
小
学

生
が
作
成
し
た
各
都
道
府
県
・
政
令
指
定

都
市
の
横
断
幕
を
持
ち
、
選
手
代
表
と
入

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
で
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

に
は
各
会
場
の
美
化

作
業
や
案
内
所
の
運

営
補
助
、
オ
リ
ジ
ナ

「
事
前
活
動
に
つ
い
て
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
大
会
期
間

中
だ
け
で
な
く
、
鳥
取
ら
し
い
お
も
て
な

し
で
選
手
を
あ
た
た
か
く
歓
迎
す
る
た

め
、
様
々
な
事
前
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
の
企
画
と

し
て
、
選
手
へ
競
技
別
缶
バ
ッ
ジ
と
、
県

民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
事
前
送

付
や
、
意
見
交
換
会
で
提
案
さ
れ
た
観
光

地
や
特
産
品
の
構
図
を
も
と
に
歓
迎
パ
ネ

ル
を
作
製
す
る
な
ど
し
、
選
手
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
大
会
を
盛
上
げ
る
活
動
と

し
て
は
、
節
目
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
県

内
イ
ベ
ン
ト
で
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ブ
ー

ス
に
て
事
前
Ｐ
Ｒ
活
動
等
も
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
事
前

活
動
に
は
、
延
べ

４
７
５
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

イベント会場での案内所運営補助の様子

選手に贈ったメッセージカード

来場者受付の様子

総合開会式での選手荷物預りの様子

選手団代表入場行進の様子

活動の様子は
ホームページ
にも掲載して
います。

■問い合わせ先　ねんりんピック連携室　☎0857-59-6338■

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
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社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
化
と
さ
れ
て
い
る
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
、
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
の
取
組
み
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
服
等
の
リ
ユ
ー
ス
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

音声コード Uni-Voice

え
ん
く
る
り
事
業
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
イ

ベ
ン
ト
を
し
た
い
！
と
企
画
さ
れ
た
際
に

ス
ム
ー
ズ
な
開
催
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
服
等
を
ス
ト
ッ
ク
し
、
必
要
に
応
じ
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

自
法
人
で
リ
ユ
ー
ス
品
を
集
め
る
と
な

る
と
開
催
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

こ
の
ス
ト
ッ
ク
品
提
供
は
ご
好
評
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

○
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会

10
月
６
日
開
催

子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
in
八
頭

○
岩
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

11
月
４
日
開
催

い
わ
み
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
こ
う
ほ
う
え
ん

11
月
８
日
開
催

介
護
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

こ
の
ほ
か
に
も
、
自
法
人
あ
る
い
は
法

人
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
リ
ユ
ー
ス
品

の
収
集
、
提
供
保
管
ま
で
一
環
し
て
行
っ

て
い
る
法
人
や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
巡
回
相
談
と
連
携
し
て
リ
ユ
ー
ス
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
取
組
み
を
進
め
ら
れ
て

い
る
法
人
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
者
の
声
】

ふ
れ
あ
い
は
あ
と
ま
つ
り
で
は
参
加
者

の
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
以
下
の

嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
小
さ
い
子
は
す
ぐ
に
サ
イ
ズ
が
小
さ
く

な
る
か
ら
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

・
無
料
で
服
を
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
で

す
！

・
保
育
園
着
で
使
用
す
る
服
が
い
た
だ
け

て
あ
り
が
た
い
で
す
。

・
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。

【
終
わ
り
に
】

お
さ
が
り
を
譲
り
合
う
リ
ユ
ー
ス
を
し

て
み
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
、
準
備
が
大
変
そ
う
な
ど
お
悩
み
、

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え
ん
く
る
り
事
業
事
務
局

（
０
８
５
７-

59-

６
３
３
２
）

【
取
組
み
の
目
的
】

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
等

を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
無
料
で
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
資
源
の

有
効
活
用
と
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
取
組
み
内
容
】

コ
ロ
ナ
禍
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
難
し

く
、
実
施
し
て
い
る
法
人
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
活
発
な

開
催
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
、
え
ん
く
る
り
事
業
の
ス
ト
ッ

ク
を
使
用
し
リ
ユ
ー
ス
品
の
ブ
ー
ス
出
展

を
さ
れ
た
４
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
敬
仁
会

６
月
１
日
開
催

ふ
れ
あ
い
は
あ
と
ま
つ
り

■問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332■

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

「
地
域
に
お
け
る

「
地
域
に
お
け
る

　

公
益
的
な
取
組
」
紹
介

公
益
的
な
取
組
」
紹
介

  

え
ん
く
る
り
事
業

〜
参
画
法
人
に
よ
る

子
ど
も
服
等
リ
ユ
ー
ス
の
取
組
み
〜
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■問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332■

音声コード Uni-Voice

令
和
６
年
度

地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
29
年
４
月
に
改
正
社
会
福
祉
法
が

完
全
施
行
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
は
、
地

域
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
が
責
務
化

さ
れ
、
他
の
事
業
主
体
で
は
対
応
が
困
難

な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
ん
く
る
り
事
業
で
は
、
令
和
５
年
度

よ
り
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
等
へ

の
社
会
参
加
・
就
労
支
援
と
し
て
社
会
福

祉
施
設
等
で
の
体
験
受
入
れ
を
行
う
「
ひ

き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
等
の
就
労
体

験
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
各
法
人
の
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
さ
ら
に
促
進
す

る
と
と
も
に
、
法
人
連
携
に
よ
り
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、
よ
り
充
実
し

た
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
度
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
人
間
生
活
学
部

中
井
俊
雄
准
教
授
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
成
長
の
過
程
に
重
要
な
幼

少
期
の
幸
福
度
、
地
域
と
の
関
わ
り
や
お

互
い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
に
つ
い
て
な

ど
、
詳
細
な
統
計
資
料
や
分
析
を
も
と
に

丁
寧
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

ご
自
身
の
経
験
や
取
組
み
か
ら
見
え
て
き

た
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
や
、
社
会
の
課
題

に
つ
い
て
も
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
社
会

福
祉
法
人
が
取
り
組
む
ひ
き
こ
も
り
支

援
」
を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
県
厚
生
事
業
団

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
厚
和
寮

生
駒
哲

一
寮
長
、
伯
耆
の
国
い
く
ら
の
郷

仙
田

慎
介
次
長
、
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
部

川
瀬
部
長
よ
り
、
え
ん
く
る

り
事
業
の
就
労
体
験
事
業
で
実
際
に
体
験

受
入
れ
を
行
っ
た
経
緯
や
取
組
み
内
容
に

つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
験
者
の
方
へ
寄
り
添
う
姿
勢
、
見
守

る
、
認
め
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ら

れ
た
と
の
お
話
が
あ
り
、
改
め
て
ひ
き
こ

も
り
の
方
へ
の
理
解
や
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
民
生
児
童
委
員
協
議
会
や
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
関
係
な
ど
、
多
く
の
分

野
、職
種
か
ら
計
67
人
の
ご
参
加
が
あ
り
、

以
下
の
感
想
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

・
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
る
現
状
が

と
て
も
リ
ア
ル
で
興
味
深
か
っ
た
で

す
。

・
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
地
域
の
つ
な

が
り
を
増
や
し
、
お
互
い
に
支
え
手
と

な
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

・
県
内
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
取
組

み
を
さ
れ
て
い
る
法
人
が
あ
る
こ
と
を

知
り
心
が
打
た
れ
ま
し
た
。

・
社
会
福
祉
法
人
な
ら
で
は
の
伴
走
支
援

が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
報
告
が
自
分
の
子
ど

も
や
友
人
に
つ
い
て
優
し
く
語
っ
て
い

る
よ
う
で
心
が
温
ま
っ
た
。

・
実
際
に
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
取
り
組
ん

で
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

・
就
労
体
験
事
業
の
具
体
的
な
支
援
事
例

を
聞
く
こ
と
が
で
き
と
て
も
よ
か
っ

た
。

・
ま
わ
り
の
法
人
と
協
力
し
て
支
援
で
き

る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
も
地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

  

孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
つ
な
が
り

〜
地
域
や
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
で

き
る
こ
と
〜
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音声コード Uni-Voice

令
和
６
年
10
月
25
日
に
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
」
を
中
心
に
国
で
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
共
有
し
て
社
協
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
地
域
福
祉
を
考
え
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
等
が

進
む
中
、
単
身
化
・
孤
立
化
の
拡
大
に
よ

り
、
社
会
的
孤
立
対
策
で
あ
る
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
」
や
高
齢
者
対
策
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
な
ど
の
属
性
別
施
策

に
「
地
域
づ
く
り
」
と
を
一
体
的
に
取
り

組
む
、い
わ
ゆ
る
属
性
別
の
「
タ
テ
割
り
」

施
策
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
の
広
が
り

に
対
し
て
、「
包
括
的
な
支
援
体
制
」
に

よ
る
、
各
自
治
体
ご
と
既
存
資
源
を
活
用

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
で
「
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」
を
所
管
す
る
地
域
共

生
推
進
室
の
支
援
推
進
官
で
あ
る
犬
丸
智

則
氏
を
招
き
、『
地
域
共
生
社
会
の
実
現

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の

社
協
勉
強
会
を
開
催

に
向
け
て
ー
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

を
活
用
し
て
ー
』
と
題
し
、
施
策
の
目
指

す
と
こ
ろ
や
先
行
事
例
の
紹
介
な
ど
の
お

話
の
あ
と
、
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
和

や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
お

話
の
冒
頭「
包

括
的
な
支
援

体
制
の
整
備
」

を
上
手
く
回

す
た
め
に「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

で
体
制
整
備
を
す
る
の
だ
と
の
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
ら
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
中
に
あ
る
と
の
お
話
を
聞
い
た
こ

と
で
、全
体
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
、

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
頭
の
整
理
が
出
来

た
様
子
で
し
た
。

続
い
て
、
複
合
化
・
複
雑
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
「
包
括
的

支
援
」
と
い
う
お
話
で
は
、
本
人
が
ど
真

ん
中
、
入
口
・
出
口
を
豊
か
に
…
と
の
こ

と
か
ら
、「
相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
を
別
々
の
組
織
が

（
委
託
等
で
）
担
う
こ
と
が
多
い
中
、
組

織
や
部
門
を
越
え
た
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

必
要
性
が
語
ら
れ
、「
地
域
づ
く
り
」
を

多
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
、

協
働
し
て
す
す
め
る
社
協
の
役
割
へ
の
期

待
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
何
が
重
層

的
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
疑
問
に

対
し
て
、
東
京
都
狛
江
市
の
整
理
例
を
参

考
に
、
①
支
援
・
②
つ
な
ぎ
・
③
出
会
い

の
３
つ
の
重
層
化
を
図
る
こ
と
に
よ
る
、

支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
で
あ
る
、
と
の
お
話

に
頷
く
参
加
者
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
講
師
と
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
す
べ
て
の
住
民
の

た
め
の
事
業
で
あ
る
こ
と
」、「
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
専
門
性
や
政
策
資
源
を
活
か

す
こ
と
」、「
こ
れ
ま
で
手
が
届
か
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
構
築
す

る
事
業
で
あ
り
、
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
最
も
大
切
だ
」な
ど
の
、

考
え
方
に
つ
い
て
、
参
加
者

か
ら
、「
行
政
も
一
緒
に
聴
い

て
も
ら
い
た
い
」、
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

行
政
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

委
託
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
受
け
身
で
は
な

く
、
ぜ
ひ
社
協
側
か
ら
「
事
業
を
上
手
く

回
す
た
め
の
体
制
に
つ
い
て
の
提
案
」
を

し
て
欲
し
い
と
の
お
話
が
講
師
か
ら
あ

り
、「
そ
れ
こ
そ
が
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
は
事
業
費
が
な
く
人
件
費
だ
け

が
つ
い
て
い
る
所
以
で
す
」
と
、
事
業
の

本
質
に
迫
る
コ
メ
ン
ト
で
結
ば
れ
ま
し

た
。参

加
者
各
々
、
自
治
体
ご
と
の
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
く
事
業
を
継
続
し
、
新
た
な
取

り
組
み
を
展
開
す
る
社
協
、
新
規
に
事
業

受
託
す
る
社
協
、い
ず
れ
に
つ
い
て
も「
実

施
体
制
の
整
備
に
関
す
る
行
政
へ
の
提
案

力
」
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
の
思
い
を

共
有
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
の
開
催

を
通
し
て
、
県
内
社
協
間
の
つ
な
が
り
を

強
め
な
が
ら
、
社
協
が
主
体
的
に
取
り
組

み
を
す
す
め
る
環
境
づ
く
り
を
県
社
協
と

し
て
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■問い合わせ先　地域福祉部　☎0857-59-6332■
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ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
包
括
的
支
援
体
制
整
備
推
進
研
修

令和６年度　社会福祉法人　人事管理研修会のご案内
社会福祉施設を経営する法人にとって、人材確保策は、最も重要であり、また最も困難な課題となって

います。
　本研修会では、離職率を低下させる工夫の実践を通じた魅力的な職場づくりの手法を具体的に学びます。

日　　時　　　令和７年２月14日（金）13：30～ 15：30
参加対象　　　社会福祉法人の役員、施設長、人事担当者等
会　　場　　　はごろもホール（湯梨浜町）オンライン参加も可能（Web会議用ソフト Zoom）
講　　師　　　社会福祉法人　あいの土山福祉会　廣岡　隆之　氏
定　　員　　　40名（会場受講者）
参 加 費　　　2,000円／人
申込期限　　　令和７年２月７日（金）
内　　容　　　人材確保・定着セミナー　具体的実践方法

申し込み及び問合せ先
〒689-0201　鳥取市伏野1729-5　
県立福祉人材研修センター内　鳥取県社会福祉協議会　福祉振興部
　　　電　話　0857-59-6344　　Ｆａｘ　0857-59-6341
　　　メール　keieisidou@tottori-wel.or.jp

Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
づ
く
り

〜
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
を
通
し
た
庁
内
・
職
場
内
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
〜

近
年
、
様
々
な
「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」

を
抱
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
い
る
な
ど
、

孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て

お
り
、
分
野
を
超
え
た
包
括
的
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
研
修
で
は
、
包
括
的
支
援
体
制
の
必

要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
体
制
の
整
備
を

通
し
て
庁
内
・
職
場
内
の
部
署
等
の
分
野

を
超
え
て
お
互
い
に
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の

関
係
と
な
る
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
し
て
11
月
18
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
任
研
究
員

齋
木

由
利
氏
よ
り
、
包
括
的
支
援
体
制
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
自
身
が
各
地
を
訪
問
さ
れ

て
聞
き
取
っ
た
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
、
か
み
砕
い
て
お
話
し

を
い
た
だ
き
、
改
め
て
理
解
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
齋
木
氏
の
講
演

を
踏
ま
え
、
鳥
取
市
役
所

山
内
健
氏
、

鳥
取
市
中
央
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

川
口

寿
弘
氏
、
智
頭
町
役
場

髙
垣
智
恵
子
氏

よ
り
、
各
市
町
で
の
包
括
的
支
援
体
制
の

整
備
に
向
け
た
、
庁
内
連
携
を
進
め
る
た

め
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

鳥
取
市
か
ら

は
、
分
野
の
違
う

関
係
部
署
や
機
関

の
担
当
者
同
士
が

関
係
性
を
築
け
る

よ
う
、
定
期
的
な

会
議
の
開
催
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

試
み
て
い
る
と

い
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
智
頭
町
か

ら
は
、
担
当
者
が
気
に
な
る
こ
と
な
ど
を

気
軽
に
持
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
会
議
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
部
署
で
で
き

る
こ
と
を
出
し
合
い
、
連
携
し
て
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
各

部
署
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、

連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
や
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
目
的
意
識
を
共
有

す
る
こ
と
で
縦
割
り
業
務
に
横
ぐ
し
を
指

す
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
た
」「
つ
な

が
り
・
仲
間
づ
く
り
を
難
し
く
考
え
ず
に

気
軽
に
話
せ
る
関
係
性
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
包
括
的

支
援
体
制
の
整
備
を
き
っ
か

け
と
し
た
関
係
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
を
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

9
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11
月
10
日
（
日
）、
倉
吉
市
の
鳥
取
短

期
大
学
に
お
い
て
「
保
育
の
魅
力
発
信
＆

就
職
フ
ェ
ア

保
育
の
お
し
ご
と
マ
ル

シ
ェ
in
と
り
た
ん
」
を
開
催
し
、高
校
生
、

学
生
な
ど
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
保
育
を
学
ぶ
（
学

び
た
い
）
学
生
お
よ
び
保
育
資
格
を
活
か

し
た
就
職
を
希
望
す
る
方
、
保
育
職
場
に

関
心
が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
鳥
取
県

内
の
保
育
園
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
・
児

童
福
祉
施
設
等
の
魅
力
発
信
と
情
報
提

供
、
お
よ
び
保
育
士
資
格
を
活
か
し
て
活

躍
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な
職
場
を
紹
介
し
人

材
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
魅
力
発
信
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

は
、
保
育
士
資
格
を
活
か
し
て
保
育
園
以

外
に
も
活
躍
で
き
る
職
場
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
具
体
的
に
お
話
を
聞
く
貴
重
な
機

会
と
な
り
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
興
味
深

そ
う
に
聞
き
入
る
参
加
者
や
、
講
師
の
方

か
ら
の
質
問
に
も
積
極
的
に
自
分
の
考
え

を
述
べ
る
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
は
、
会
場
前
に
集
合
し
た
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
で
お
目
当
て
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
つ

け
て
楽
し
そ
う
に
並
ぶ
参
加
者
の
行
列
が

み
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
現
場

の
保
育
士
と
の
お
茶
会
」
で
は
、
保
育
士

の
お
し
ご
と
に
つ
い
て
疑
問
等
を
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
質
問
す
る
時
間
を
設
け
ま
し

た
。
ま
た
、「
発
達
に
合
わ
せ
た
お
も
ち
ゃ

作
り
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
廃
材
等
を
再
利
用

し
た
お
も
ち
ゃ
作
り
を
通
じ
て
、
園
で
製

作
活
動
す
る
際
の
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
等

保
育
現
場
で
の
工
夫
等
も
教
わ
り
な
が
ら

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
体
験
等
を
通
じ

て
、
保
育
の
お
し
ご
と
に
つ
い
て
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
将
来

の
職
業
選
択
の
際
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
県
内
の
保
育
人
材
確
保
に
向

け
た
初
め
て
の
内
容
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

で
、大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

鳥
取
県
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹
介

確

た

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
、
保
育

や
保
育
士
の
魅
力
を
保
育
現
場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
他
、

保
育
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
知
り
た
い

な
ど
、
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
随
時
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
！
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日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
高

齢
者
や
障
が
い
（
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
）
の
あ
る
方
な
ど
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
入
手
や
利
用

方
法
・
手
続
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
社
協
で
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
援
助
を
行

う
と
と
も
に
、
金
銭
管
理
や
行
政
手
続

き
な
ど
を
支
援
す
る
「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
」
を
市
町
村
社
協
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業
が
適
正

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
「
運
営
監
視
小
委

員
会
」
に
お
い
て
、
県
社
協
か
ら
定
期

的
に
事
業
の
実
施
状
況
の
報
告
を
受
け

助
言
等
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
社

協
に
対
し
事
業
実
施
体
制
や
支
援
状

況
、
預
か
り
物
件
の
管
理
状
況
等
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
改
善
す
べ

き
事
項
等
講
評
を
県
社
協
に
提
出
し
て

い
ま
す
。

最
近
の
事
業
実
施
上
の
課
題
と
し
て

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
の

問
題
や
市
町
村
社
協
の
法
人
後
見
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
、
関
係
機
関
・
権
利

擁
護
機
関
等
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
が
適
正
に
行
わ
れ
、
誰
も
が

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
運
営
監
視
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
運
営
監
視

〜
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
へ
の
支
援
に
向
け
て
〜
　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会現地調査の様子
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■問い合わせ先　福祉サービス運営適正化委員会　☎0857-59-6335■



社会福祉法人　鳥取県共同募金会

音声コード Uni-Voice

～じぶんのまちを良くするしくみ～

応援したい団体・事業を選んで、寄付をお願いします
　地域の福祉課題解決に向けて具体的テーマを掲げて取
組む団体と、鳥取県共同募金会が協働して募金を呼びか
ける「つかいみちを選べる募金」を行います。本年度は
令和７年１月１日（水）から３月31日（月）までの３か
月間、５団体が募金活動を展開します。皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。

番号 団体名 事業名 募金目標額

１ 公益社団法人
とっとり被害者支援センター 犯罪被害者等支援事業 1,000,000

２ 特定非営利活動法人
こども未来ネットワーク 子どもの笑顔発見プロジェクト2025 350,000

３ とっとり子どもの居場所ネット
ワーク“えんたく” こども食堂対象文化芸術体験事業 300,000

４ 一般社団法人
鳥取県腎友会

慢性腎臓病の予防の推進と慢性肝臓病患
者への情報発信 300,000

５ 一般社団法人
鳥取県母子寡婦福祉連合会 令和７年度全国母子寡婦福祉研修大会 200,000

合　　計 2,150,000

令和６年度「つかいみちを選べる募金」助成事業一覧

　現在日本国内にはハンセン病療養所が13か所あり、そのうちの３つの療養所で
４名の鳥取県出身の元患者さん（現在は全員が完治している）が生活されています。
毎年鳥取県共同募金会では、県民の皆様から寄せられた募金の一部をお見舞金とし
て本県出身の方々へ贈呈しています。
　11月12日に、岡山県の「長島愛生園」を鳥取県社会福祉協議会役職員人権研修
と合同で19名が訪問し、歴史館学芸員による説明を受けながら施設見学、納骨堂
参拝を行いました。
　県共同募金会配分委員会の相見委員長と山涌副委員長から入所されているお二人
それぞれに見舞金を贈呈しました。お二方とも90歳を超えられていますがお元気
な様子で穏やかな日常をお過ごしです。
　一方、研修会に参加した県社協役職員は、ほぼ全員が初めての長島訪問であり、
歴史館学芸員からの「ハンセン病により重大な人権侵害が繰り返された」実態を解
説され、衝撃を受け言葉を失い、涙が流れる場面もありました。
　瀬戸内海に浮かぶ長島から見渡せる風景はとても美しく感動します。しかし、こ
の海を利用した要塞ともいえる施設に隔離され、幸せな人生を奪われた元患者さん
のことを決して忘れてはならない。また、新たな感染症による差別を起こしてはな
らないと心に刻む研修となりました。

ハンセン病療養施設訪問事業
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■問い合わせ先　鳥取県共同募金会　☎0857-59-6350■



音声コード Uni-Voice

特定非営利活動法人　創造（倉吉市）
　農福連携の一環で畑仕事をしています。これまでの管理機は古
く重たく、使い方にコツがいるため誰もが使える機械ではありま
せんでした。加えて畑仕事ができる利用者さんも減っていました
が、この助成金で軽くて簡単な、初心者でも扱える管理機を購入
することができました。力仕事が苦手な職員を含め、畑仕事をし
たことがない利用者さんにも関わってもらいみんなで工賃アップ

を目指して頑張ろうとおもいます。本当にありがとう
ございました。

農作業の効率化と生産向上を図る機器整備事業

　令和６年度の共同募金のキックオフイベントの1つとして、ガイナーレ鳥
取のホームゲーム２試合の会場でチームと選手の御協力をいただき、会場を
訪れた多くのサポーターに共同募金への協力を呼びかけました。
　10月13日（日）開催のオールガイナーレYAJINスタジアムでの対いわて
グルージャ戦では3,113人、27日（日）開催のAxisバードスタジアムでの対
カターレ富山戦では、2,345人のサポーターに大型ビジョンによる動画の放
映やパネル展示により赤い羽根共同募金の目的や具体的な使い道などを紹介
しました。
　また、選手自らが行った募金活動では多くのサポーターに呼びかけていた
だき、両会場を合わせて66,550円の寄付をいただきました。

ガイナーレ鳥取のホームゲームで共同募金をPR

　令和６年10月19日（土）～ 22日（火）、「咲かせよう　砂丘に長
寿と笑みの花」をテーマに開催された「ねんりんピックはばたけ鳥
取2024」の協賛イベントとして、19日から21日の３日間、鳥取
市布勢のヤマタスポーツパーク（鳥取県立布勢総合運動公園）内の
鳥取県民体育館前に設けられた協賛イベント会場にブース出展し、
10月１日に始まった令和６年度の共同募金事業の広報と会場を訪
れた選手・関係者の皆様に募金の呼びかけを行いました。
　また、多くの方に募金への協力の呼びかけに応えていただき、３
日間で33,292円の寄付をいただきました。

ねんりんピック　はばたけ鳥取　2024
の会場で共同募金をPR

業

ありがとうメッセージ

※ 両イベントでいただいた寄付金は、来年度助成金の一部として活用いた
します。
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■問い合わせ先　鳥取県共同募金会　☎0857-59-6350■



音声コード Uni-Voice

企
業
・
団
体
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動

因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
か
ら
寄
贈
の
申

し
出
を
受
け
、
福
祉
団
体
へ
つ
な
ぎ
ま
し

た
。「

使
用
済
み

切
手
・
未
使
用

は
が
き
・
未
使

用
切
手
等
」
11

月
13
日
、
因
幡

エ
リ
ア
56
局
の

郵
便
局
で
集
め

た
使
用
済
み
切

手
等
の
贈
呈
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
因
幡
地
区
郵
便
局
長
会
会
長
の

山
田
一
孝
様
よ
り
本
会
へ
「
社
会
福
祉
に

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
目
録
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
使
用
済
切
手

２
０
，
０
４
９
ｇ

・
未
使
用
切
手　
　

１
，
２
９
６
枚

・
未
使
用
は
が
き

１
，
８
０
９
枚

使
用
済
み
切
手
は
国
際
支
援
を
行
う
Ｎ

Ｇ
Ｏ
へ
、
未
使
用
の
も
の
は
新
し
い
切
手

や
は
が
き
に
交
換
し
て
県
東
部
の
福
祉
団

体
に
寄
贈
い
た
し
ま
す
。

　本会では、地域福祉の推進とみんなでつくる福祉社会の実現に向けて、
“県民参画による福祉のまちづくり”　“安心して暮らせる仕組みづくり”　“福祉を担う人づくり”
を中心に地域の様々な機関・団体と連携して、安心して暮らせる地域社会をめざしています。
　賛助会員の皆様のご協力をいただき、県内の地域福祉をより一層充実していきたいと考えていま
す。本会の趣旨にご賛同いただき、会員としてご支援、ご協力をくださいますようお願い申しあげ
ます。
　　会　費（毎年度）　団　体　一口：１０，０００円
　　　　　　　　　 　個　人　一口：　３，０００円

【賛助会員になるには】【賛助会員になるには】
　入会を希望される方は、本会ホームページより加入申込書をダウンロードしてください。必要事
項を記入の上、本会まで郵送してください。入会申込書受理後、会費納入のご案内をお送りします。

◆申込書送付先◆◆申込書送付先◆
　〒689-0201　鳥取県鳥取市伏野1729-5　鳥取県社会福祉協議会　総務部

賛助会員賛助会員を募集していますを募集しています

■問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331■

御寄付を賜り誠にありがとうございました。御意志に従い活用させていただきます。

御寄付御礼　　　（順不同）

■問い合わせ先　総務部　☎0857-59-6331■

〔地域福祉振興基金〕への御寄付　（生活困窮者に対する支援など、地域福祉の推進を支援しています。）

　富国生命保険相互会社　様

　鳥取県大衆音楽協会　会長　西谷 勝歳　様

〔鳥取県ひとり親家庭等高等教育進学支援資金事業〕への御寄付

　（ひとり親家庭や児童福祉施設に措置または里親に委託された子の大学等への進学を支援します。）

個人　16名
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音声コード Uni-Voice

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

〈引受幹事
保険会社〉

「鳥取県ひとり親家庭等高等教育進学支援資金事業」
寄付金募集のご案内

　「鳥取県内の経済的に厳しい状況におかれている、ひとり親家庭等の生徒が大学等への進学を希望する際
に、入学準備に必要な費用を支援したい」と県内の篤志家の方からの寄付金を財源に、令和２年度に創設
しました。

　鳥取県内に在住する高校生または高等専修学校生であって、市町村民税の所得割が非課税世帯の「ひと
り親家庭・児童養護施設に措置または里親に委託された生徒」の、大学・短大・専門学校への進学を支援
します。
　経済的に厳しい状況にある中、学業成績が優秀な生徒に進学支援金として、1人10万円を給付します。
過去４年間で52人の生徒を支援してきましたが、昨今の物価高等を考慮するに今後も継続的に該当世帯の
支援が必要です。

　事業の趣旨に御賛同いただける方は、
　　　　　１人１口３千円（目安）からの寄付に御協力ください。

寄付の方法など詳細はホームページをご確認ください
　　　　　ＵＲＬ：https://www.tottori-wel.or.jp/hukushi/8/
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■問い合わせ先　福祉振興部　☎0857-59-6344■



音声コード Uni-Voice

鳥取県福祉研究学会研究発表会のご案内

１．日　　時　　令和７年２月22日（土）　10：20～ 15：10
（発表題数によっては時間が変更になる場合があります)

２．会　　場　　鳥取看護大学・鳥取短期大学
　　　　　　　　（鳥取県倉吉市福庭854　電話0858-27-2800）
３．参加対象
　　鳥取県内に所属・在住する福祉に関する業務に従事している方
　　福祉に関する調査研究している方　
　　その他福祉に関心を持つ団体・個人
４．内　　容
　①　10：20～　研究発表（口述発表及びポスター発表）
　　●口述発表　各分科会において、分野ごとに口述発表
　　　【研究分野】　高齢者福祉（施設系・在宅系）、障がい児・者福祉、
　　　　　　　　　児童福祉、地域福祉、その他社会福祉領域
　　●ポスター発表　ポスター掲示にて発表　
　　　　※それぞれの発表要旨・時間については、令和７年２月10日以降に、鳥取県社会福祉協議会
　　　　　ホームページに掲載します。
　　　　　（URL：https://www.tottori-wel.or.jp/common/gakkai/）
　②　13：20～　シンポジウム　　
　　テーマ『孤独・孤立とつながりづくり～鳥取県内の取組報告～』
　　　登壇者等　(コーディネーター )
　　　　　　　◇鳥取大学　地域学部 地域学科　講師　菰田　レエ也　氏
　　　　　　　　(報告)
　　　　　　　◇特定非営利活動法人　ピアサポートつむぎ　　　　　
　　　　　　　◇社会福祉法人　伯耆の国　地域共生社会実現拠点　いくらの郷
　　　　　　　◇鳥取県 福祉保健部 ささえあい福祉局　孤独・孤立対策課
　③　14：50～　授賞式・閉会
５．参加申込
　　　「参加申込書」が必要ですので、詳しくは事務局までお問い合わせください。
６．参 加 費
　①　一般参加者・発表参加者　　　1,000円
　②　学生・障がい当事者　　　　　　500円
７．お問い合わせ先
　　鳥取県福祉研究学会事務局（鳥取県社会福祉協議会　福祉人材部内）
　　電話　0857-59-6336　　ＦＡＸ　0857-59-6341

　　　福祉関係者の皆様をはじめ、多くの方々の参加を心よりお待ちしています。

　感染症の拡大や自然災害等のやむを得ない事態が発生した場合、本研究発表会
を中止・延期、または開催方法を変更することがあります。中止等の場合は、県
社協ホームページでお知らせしますので、参加前にご確認ください。
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